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★令和５年度有田町定住促進住宅２号棟Ｃ側階段室（10室） 
改修工事及びポンプ室更新工事請負契約の変更

令和５年12月

議会議案の議会議案の
審議結果審議結果
（一部抜粋）

定住促進住宅であるサンコーポラスは、
築30年が経過し、水漏れや給排水の修繕
など多発している。工期は令和５年度から
令和10年度で、６期の工事に分け全60戸
を行う。機械設備工事（共用部排水工事）
の設計変更により、契約額を増額した。

議案番号 提 出 議 案 審議の結果

議案第57号 アメリカ合衆国軍隊の構成員等の所有する軽自動車等に対する軽自動車
税の種別割の特例に関する条例について 賛成全員

議案第59号 有田町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 賛成全員

議案第60号

有田町手数料条例の一部を改正する条例について
証明書などの交付に係る手数料の免除に関し、コンビニエンスストア等の多機
能端末による交付の場合は、免除の該当から除外するためには、現行条例の一
部を改正する必要がある。

賛成全員

議案第61号
有田町中小企業振興資金の貸付けに関する条例の一部を改正する条例に
ついて

融資制度の電子化に対応し、融資の迅速化のため貸付けの申込先を変更するに
は、現行条例の一部を改正する必要がある。

賛成全員

議案第62号

有田町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例について

就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律の一
部改正により、関係府令が改正されたことから、現行条例の一部を改正する必
要がある。

賛成全員

議案第63号
令和5年度有田町定住促進住宅2号棟C側階段室（10室）改修工事及び
ポンプ室更新工事請負契約の変更について

現地再調査の結果、機械設備工事（共用部排水工事）の設計の変更が必要となり、
契約額を316万円増額する。

賛成全員

議案第64号
指定管理者の指定について

有田町多世代交流センター「ゆいたん」及び老人福祉センター「ちとせ」の管
理及び運営を効果的かつ効率的に行わせる。指定団体は有田町社会福祉協議会。

賛成全員

議案第67号 令和5年度有田町一般会計補正予算（第4号）について
補正前127億2065万円　→　補正後140億7452万円

賛成全員

クローズアップ

▲定住促進住宅内給排水管工事の様子
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◎白川キャンプ場跡地トイレ設置事業　　651万円

◎歴史と文化の森公園管理事業　噴水広場「花炎」修復業務
600万円

白川キャンプ場は、安全管理や周囲環境の面から、数年前に遊具やトイレなどが撤去さ
れ、現在はキャンプ場跡地となっているが、特有の観光資源であるため、今でも町内外の
人がキャンプ場跡地まで足を運んで散策や憩いの時間を過ごしている。
今年度、地域の要望もあり再度トイレの設置を行うことになった。
飲料水と密接な有田ダム湖に近いため排水処理の見直し、また多くの槽を必要とする一
般の合併浄化槽は事業費も増大するため、微生物分解処理による排水を全く必要としない
循環型方式での設置準備が進められている。
当初予算およそ2000万円に651万円の追加補正を行い、循環型設備設置に加えて夜間
の周辺外灯の点灯整備や、バリアフリー配慮のための舗装整備も行われる。
今年度完成予定としている。

噴水広場「花炎」は噴水稼働を休止しているた
め、地下に埋没されているポンプを地上に出し、
稼働できるよう修復工事が計画されている。
世界的に有名な岡本太郎氏の遺作でもある噴水
広場は町民の憩いの場でもあり、2024年の国ス
ポなど、有田町への訪問や噴水広場への来場客の
増加も予想される。文化度が高い公園でもあり、
スポーツ・文化の祭典に合わせ、色あせた表面を
修復するよう要望があり、およそ600万円の補
正予算を組んで今年度の修復実施予定となった。

令和５年度補正予算ピックアップ

▲白川キャンプ場駐車場 ▲循環型トイレのイメージ
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（
委
員
会
構
成
議
員　
５
人
）

委
員
長　
手
塚　
英
樹

副
委
員
長　
諸
隈　
洋
介

▼
有
田
町
中
小
企
業
振
興
資

金
の
貸
付
け
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
諸
隈
委
員　
令
和
５
年
度
の

有
田
町
中
小
企
業
振
興
資

金
の
貸
付
実
績
は
。

商
工
観
光
課
長　
上
限
５
百

万
円
の
運
転
資
金
が
７

件
、
上
限
７
百
万
円
の
設

備
資
金
が
７
件
、
運
転
と

設
備
の
併
用
は
４
件
で
合

計
18
件
。
金
額
は
５
億
６

０
０
８
万
円
で
あ
る
。

▼
令
和
５
年
度
有
田
町
定
住

促
進
住
宅
２
号
棟
Ｃ
側
階

段
室
（
10
室
）
改
修
工
事

及
び
ポ
ン
プ
室
更
新
工
事

請
負
契
約
の
変
更

樋
渡
委
員
　
全
工
事
は
い
つ

ま
で
か
。

建
設
課
長　
令
和
10
年
度
ま

及
び
集
客
で
あ
る
。

岩
尾
委
員　
白
川
キ
ャ
ン
プ

場
跡
地
ト
イ
レ
設
置
工
事

の
整
備
を
し
て
い
る
が
、

排
水
の
必
要
が
な
い
ト
イ

レ
な
の
か
。

農
林
課
長　
ト
イ
レ
自
体
は

循
環
型
な
の
で
排
水
は
な

い
。
足
洗
い
場
の
設
置
を

す
る
が
、
川
か
ら
汲
み
上

げ
自
然
流
下
で
排
水
を
す

る
。
車
道
側
以
外
に
駐
車

場
か
ら
も
車
い
す
が
使
え

る
よ
う
に
、
駐
車
場
の
丸

太
を
削
り
、
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
舗
装
を
し
、
凸
凹
を
解

消
し
た
状
態
に
し
た
い
。

上
程
さ
れ
た
す
べ
て
の
議

案
は
全
員
賛
成
で
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

で
に
改
修
し
て
い
く
予
定

で
あ
る
。

▼
令
和
５
年
度
有
田
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

岩
尾
委
員　
食
と
器
に
よ
る

観
光
ま
ち
づ
く
り
補
助
事

業
の
広
報
の
説
明
を
。

商
工
観
光
課
長　
来
年
の
３

月
22
日
か
ら
26
日
ま
で
、

福
岡
キ
ャ
ナ
ル
シ
テ
ィ
近

く
の
レ
ス
ト
ラ
ン
Ｇ
ｏ
ｈ

Ｇ
ａ
ｎ
（
ゴ
ウ
ギ
ャ
ン
）

で
、
有
田
町
の
観
光
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
た

い
。
１
つ
目
は
レ
ス
ト
ラ

ン
に
お
い
て
有
田
の
食
材

（
委
員
会
構
成
議
員　
５
人
）

委
員
長　
藤　
誠
一
郎

副
委
員
長　
松
永　
俊
和

▼
有
田
町
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

浦
川
委
員　
町
内
に
特
定
地

域
型
保
育
事
業
が
あ
る

か
。

子
育
て
支
援
課
長　
認
可
を

受
け
た
小
規
模
の
保
育
所

ま
た
は
事
業
所
内
の
保
育

所
等
で
あ
る
が
、
現
在
の

と
こ
ろ
有
田
町
内
に
は
な

い
。

▼
令
和
５
年
度
有
田
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

松
永
委
員　
物
価
高
騰
対
応

重
点
支
援
給
付
金
事
業
に

つ
い
て
、
対
象
は
何
世
帯

あ
る
か
。

健
康
福
祉
課
長　
非
課
税
世

帯
に
７
万
円
の
給
付
だ

が
、
約
２
３
０
０
世
帯
を

予
定
し
て
い
る
。

梶
原
委
員　
有
田
中
学
校
の

屋
外
ト
イ
レ
設
置
工
事
の

場
所
は
。

学
校
教
育
課
長　
駐
車
場
の

体
育
館
側
の
植
栽
の
あ
る

と
こ
ろ
を
考
え
て
い
る
。

既
存
の
屋
外
ト
イ
レ
は
40

年
ほ
ど
経
過
・
老
朽
化
し

て
い
た
が
、
今
回
は
ト
イ

レ
の
寄
贈
が
あ
っ
た
た
め

新
た
に
設
置
す
る
こ
と
と

し
た
。

▼
令
和
５
年
度
有
田
町
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

梶
原
委
員　
ベ
ジ
メ
ー
タ
購

入
目
的
や
活
用
予
定
は
。

健
康
福
祉
課
長　
野
菜
の
摂

取
状
況
を
数
値
化
す
る
も

の
で
、
特
定
健
診
の
結
果

相
談
会
、
健
康
づ
く
り
栄

養
教
室
、
通
い
の
場
な
ど

で
の
測
定
や
、
保
健
セ
ン

タ
ー
や
本
庁
舎
で
の
定
期

▲サンコーポラス有田

商
工
・
環
境
・
農
林
・
土
木
建
設
・

上
・
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
・

浄
化
槽
・
宅
地
分
譲
な
ど
に
関
す

る
こ
と
に
つ
い
て
審
議
し
ま
す
。

民
生
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
、
介

護
、
教
育
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
審
議
し
ま
す
。

産
業
建
設

常
任
委
員
会

文
教
厚
生

常
任
委
員
会

12月定例議会委員会審議

と
器
を
用
い
た
食

の
イ
ベ
ン
ト
。
２

つ
目
は
冊
子
ｍ
ｕ

ｔ
ｏ（
ミ
ュ
ー
ト
）

で
の
有
田
特
集
ペ

ー
ジ
の
掲
載
。
３

つ
目
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
マ

ガ
ジ
ン
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｇ

Ａ
（
ウ
マ
ガ
）
で

の
イ
ベ
ン
ト
告
知
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的
な
ベ
ジ
メ
ー
タ
測
定
会

を
予
定
し
て
い
る
。

▼
令
和
５
年
度
有
田
町
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

藤
委
員
長　
介
護
保
険
料
の

▲県内介護保険料の推移

12月定例議会委員会審議

て
も
、
現
状
で
は
保
険
料

を
上
げ
る
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
。

上
程
さ
れ
た
す
べ
て
の
議

案
は
全
員
賛
成
で
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

（
委
員
会
構
成
議
員　
６
人
）

委
員
長　
中
島　
達
郎

副
委
員
長　
蒲
原
多
三
男

今
泉
委
員　
空
き
家
流
通
促

進
奨
励
金
の
増
額
理
由

を
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
空
き
家

物
件
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
登
録
数
が
、
８
件
か
ら

12
件
に
増
加
し
て
お
り
、

購
入
可
能
物
件
を
８
件
か

ら
12
件
に
増
や
し
て
い

る
。

原
田
委
員　
有
田
町
地
域
づ

く
り
事
業
補
助
金
の
始
動

補
助
金
の
説
明
を
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
新
し
い

グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
て
活

動
を
始
め
る
時
な
ど
の
、

始
動
資
金
と
し
て
補
助
を

す
る
も
の
で
あ
る
。

中
島
委
員　
戸
籍
謄
本
・
抄

総
務
に
関
す
る
こ
と
、
他
の
委
員

会
に
属
し
な
い
こ
と
、
全
般
に
つ

い
て
審
議
し
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会

の
種
別
割
の
特
例
に
関
す

る
条
例

池
田
委
員　
軍
隊
の
構
成
員

の
範
囲
を
。

税
務
課
長　
在
日
米
陸
軍
、

海
軍
、
空
軍
に
属
す
る
人

で
、
特
例
の
対
象
は
、
軍

人
と
そ
の
家
族
で
運
転
免

許
を
所
持
す
る
者
で
あ

る
。

原
田
委
員　
対
象
者
の
車
両

の
車
検
や
自
動
車
保
険
の

取
り
扱
い
方
は
。

税
務
課
長　
車
検
は
適
用
さ

れ
、
自
賠
責
保
険
に
加
入

し
て
お
り
、
そ
の
他
の
保

険
は
日
本
と
同
様
に
任
意

で
あ
る
。

今
泉
委
員　
公
用
車
と
私
用

車
の
区
別
を
。

税
務
課
長　
米
国
政
府
の
ナ

ン
バ
ー
・
プ
レ
ー
ト
が
あ

る
も
の
が
公
用
車
、
Ｙ
又

は
Ａ
と
表
示
し
て
あ
る
も

の
が
私
用
車
で
あ
り
、
町

内
該
当
車
両
は
、
令
和
５

年
度
課
税
で
３
台
あ
る
。

▼
令
和
５
年
度
有
田
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

▽
歳
出
　
総
務
費

本
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
。

住
民
環
境
課
長　
発
行
す
る

た
め
に
は
シ
ス
テ
ム
改
修

を
要
し
、
約
２
千
万
円
か

か
り
、
費
用
対
効
果
の
面

か
ら
難
し
い
。

▽
歳
出
　
消
防
費

原
田
委
員　
防
火
用
水
膜
設

備
の
導
入
を
。

総
務
課
長　
導
入
に
向
け
、

消
防
署
に
消
防
団
と
体
制

を
整
え
る
た
め
の
協
議
を

依
頼
し
て
い
る
。

上
程
さ
れ
た
す
べ
て
の
議

案
は
全
員
賛
成
で
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

▲令和６年消防団出初式

▼
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
軍
隊
の
構

成
員
等
の
所
有
す
る
軽
自
動

車
等
に
対
す
る
軽
自
動
車
税

全
国
平
均
が
６

０
１
４
円
と
な

っ
て
い
る
中
、

有
田
町
は
安
い

金
額
と
な
っ
て

い
る
。
来
年
度

（
第
９
期
）
か

ら
の
見
込
み

は
。

健
康
福
祉
課
長
　

町
の
介
護
保
険

料
は
、
月
額
５

６
０
０
円
で
、

県
内
で
最
も
安

い
額
で
あ
る
。

第
９
期
に
つ
い

〔月額：円〕
第6期

（H27～H29）
第7期

（H30～R2）
第8期

（R3～R5）
有 田 町 6,121 5,950 5,600
伊 万 里 市 6,450 6,450 6,450
唐 津 市 5,981 5,981 6,124
玄 海 町 4,600 5,400 6,850
杵 藤 地 区 広 域 5,986 5,986 5,986
佐賀中部広域連合 5,270 5,960 5,960
鳥 栖 地 区 広 域 4,864 5,691 5,691
全 国 平 均 5,405 5,784 6,014
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一
般
質
問

町
政
を
徹
底
追
求
！

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
政
に
つ
い
て
自
由
に
質
問
を
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
質
問
す
る
項
目
は
事
前
に
通
告
し
ま
す
。

時
間
内
で
あ
れ
ば
納
得
が
い
く
ま
で
何
度
も
質
問
で
き
る
「
一
問
一
答
方
式
」
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

松
ま つ

尾
お

 文
ふ み

則
の り

 議員

農業政策ビジョンは

儲かる農業を目指す答

議
員　
現
在
の
農
業
政
策

と
現
状
は
。

農
林
課
長　
儲
か
る
農
業

を
県
・
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
目

指
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
物

価
高
騰
対
策
支
援
や
町
単

独
の
結
の
里
事
業
を
継
続

し
、
農
業
機
械
の
更
新
費

用
や
ド
ロ
ー
ン
購
入
費
補

助
を
継
続
し
て
い
き
た

い
。 現

在
の
農
業
政
策

と
現
状

中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
制
度
の
林

地
化

た
め
池
の

防
災
対
策

議
員　
今
後
の
農
業
政
策

は
。

農
林
課
長　
儲
か
る
農
業

を
目
指
し
、「
さ
が
園
芸

生
産
８
８
８
億
円
推
進
事

業
」
に
取
り
組
み
、
施
設

園
芸
の
振
興
を
図
る
。

議
員　
道
の
駅
建
設
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
か
。

町
長　
全
国
で
こ
の
よ
う

な
施
設
が
で
き
て
い
る
の

で
、
し
っ
か
り
勉
強
し
て

有
田
に
も
取
り
組
め
た
ら

と
考
え
る
。

▲儲かる農業を目指すハウス金柑

▲県工事で整備中の老朽ため池（立部地区）

議
員　
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
制
度
に
よ
る
林
地

化
は
。

農
林
課
長　
第
６
期
が
始

ま
る
令
和
７
年
か
ら
中
山

間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

を
活
用
し
、
現
在
進
め
て

い
る
地
域
計
画
と
の
整
合

性
を
図
り
な
が
ら
進
め

る
。

議
員　
今
後
、
中
山
間
地

域
等
直
接
支
払
制
度
の
協

定
継
続
は
厳
し
く
な
る
。

次
の
協
定
に
つ
い
て
早
急

に
協
議
に
入
る
時
で
は
。

農
林
課
長　
国
か
ら
の
制

度
概
要
が
示
さ
れ
た
ら
、

制
度
説
明
会
を
開
催
す

る
。
来
年
度
は
制
度
の
情

報
収
集
に
努
め
る
。

議
員　
最
適
土
地
利
用
総

合
政
策
と
は
ど
う
い
う
も

の
か
。

農
林
課
長　
中
山
間
地
に

お
け
る
複
数
の
集
落
を
対

象
に
、
地
域
ぐ
る
み
の
話

し
合
い
で
最
適
な
土
地
利

用
構
想
を
策
定

す
る
政
策
で
あ

る
。

議
員　
今
後
、

複
数
の
地
域
を

一
緒
に
す
る
よ

う
な
大
型
化
が

必
要
で
は
。

農
林
課
長　
今

後
は
農
業
後
継

者
不
足
か
ら
近

隣
集
落
と
の
共

同
営
農
活
動
が

必
要
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
が
、

現
状
は
厳
し

議
員　
県
営
老
朽
た
め
池

工
事
の
地
元
負
担
金
は
、

１
・
５
％
か
ら
１
％
に
減

額
す
る
と
あ
っ
た
が
。

建
設
課
長　
12
月
に
規
則

改
正
を
行
っ
た
。

議
員　
町
全
体
の
た
め
池

数
は
。

建
設
課
長　
西
地
区
１
５

２
カ
所
、東
地
区
63
カ
所
、

個
人
所
有
１
７
９
カ
所
の

合
計
３
９
４
カ
所
で
あ

る
。

議
員　
防
災
対
象
と
し
て

１
５
２
カ
所
の
調
査
を
行

っ
て
い
る
が
、
工
事
に
つ

い
て
の
説
明
を
。

建
設
課
長　
令
和
４
年
31

カ
所
、令
和
５
年
80
カ
所
、

令
和
６
年
41
カ
所
の
調
査

を
行
う
。
令
和
６
年
か
ら

県
営
事
業
に
て
工
事
に
入

る
。

い
。
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町内、人工透析患者の現況は

糖尿病性腎症による患者が急増

▽
保
健
事
業
実
施
計
画

（
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
）

議
員　
町
で
は
高
齢
者
に

限
ら
ず
、
安
心
・
安
全
な

暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
、

活
動
支
援
や
健
康
診
断
な

ど
の
施
策
を
行
っ
て
い

る
。
そ
れ
ら
は
第
二
期
デ

ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
に
沿
っ

て
い
る
と
思
う
が
計
画
の

概
要
は
。

健
康
福
祉
課
長　
第
二
期

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
は
平

成
30
年
度
か
ら
令
和
５
年

度
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

被
保
険
者
の
健
康
の
保
持

増
進
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
保
険
者
が
特
定
健

診
等
の
結
果
や
、
レ
セ
プ

ト(

診
療
報
酬
明
細
書
）

な
ど
の
デ
ー
タ
を
活
用

し
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

（
※
）
に
沿
っ
て
、
効
果

的
か
つ
効
率
的
な
保
健
事

業
の
実
施
を
図
る
た
め
の

計
画
で
あ
る
。
今
年
度
が

第
二
期
の
評
価
及
び
第
三

松
ま つ

永
な が

 俊
と し

和
か ず

 議員
答

一
般
質
問

町
政
を
徹
底
追
求
！

議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
る
議
員
の
一
般
質
問
の
文
責
は
各
議
員
に
あ
り
ま
す
。

安
心
・
安
全
な

福
祉
施
策

期
計
画
の
策
定
年
と
な
っ

て
い
る
。

※
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
と

は
、
Ｐ
は
（
計
画
）
Ｄ

は
（
実
行
）
Ｃ
は
（
評

価
）
Ａ
は
（
改
善
）
の

略
。

▽
糖
尿
病
性
腎
症
の
現
状

と
予
防
啓
発
活
動

議
員　
町
内
の
人
工
透
析

患
者
数
が
増
加
し
て
い
る

と
聞
く
が
、
現
状
は
。

健
康
福
祉
課
長　
町
の
人

工
透
析
患
者
数
を
平
成
20

年
度
と
令
和
４
年
度
で
比

較
す
る
と
、
糖
尿
病
性
人

工
透
析
患
者
が
急
増
し
て

い
る
。

議
員　
左
記
の
グ
ラ
フ
で

分
か
る
よ
う
に
、
平
成
20

年
度
は
28
人
で
あ
る
が
、

令
和
４
年
度
は
74
人
と
な

っ
て
い
る
。

町
で
は
生
活
習
慣
病
対

策
と
し
て
、
血
圧
・
糖
尿

病
・
脂
質
・
慢
性
腎
蔵
病

な
ど
の
予
防
喚
起
に
努
め

て
い
る
が
、
年
齢
が
高
く

な
れ
ば
臓
器
や
血
管
も
傷

ん
で
く
る
。
基
本
、
町
民

が
自
分
自
身
の
身
体
（
健

康
）
に
関
心
を
持
ち
、
生

活
習
慣
（
食
事
や
運
動
）

な
ど
を
含
め
、
食
生
活
の

改
善
と
健
康
増
進
の
試
み

が
第
一
で
あ
る
が
、
今
後

の
啓
発
活
動
は
。

健
康
福
祉
課
長　
健
診
結

果
を
丁
寧
に
説
明
し
、
リ

ス
ク
を
理
解
し
て
頂
き
、

生
活
習
慣
の
見
直
し
の
指

導
や
広
報
紙
に
よ
る
啓
発

活
動
の
充
実
を
図
る
。

議
員　
各
地
区
の
老
人
会

や
通
い
の
場
、
高
齢
者
サ

ロ
ン
な
ど
で
出
前
講
座
な

ど
啓
発
活
動
を
し
て
は
。

健
康
福
祉
課
長　
先
日
、

通
い
の
場
へ
出
前
講
座
を

行
い
、
好
評
で
あ
っ
た
。

議
員　
町
内
に
は
人
工
透

析
が
で
き
る
施
設
が
な

い
。
透
析
患
者
数
が
今
後

も
っ
と
増
え
る
と
思
わ
れ

る
。
人
工
透
析
は
週
に
３

回
通
院
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
本
人
や
家
族
の
負

担
（
時
間
や
通
院
費
用
）

が
増
え
る
。「
町
内
に
人

工
透
析
の
で
き
る
病
院
が

欲
し
い
」「
不
便
で
あ
る
」

こ
の
よ
う
な
要
望
が
あ
る

が
、町
と
し
て
の
対
策
は
。

町
長　
現
在
、
県
西
部
保

健
医
療
圏
で
は
、
伊
万
里

市
内
の
３
病
院
で
行
わ
れ

て
お
り
、
県
や
医
師
会
と

し
て
は
、
圏
内
で
は
充
足

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
現
状
で
は
、
伊
万

里
有
田
共
立
病
院
に
お
い

て
、
専
門
医
を
は
じ
め
透

析
治
療
を
行
え
る
環
境
を

整
え
る
の
は
難
し
い
と
考

え
る
が
、
腎
臓
専
門
医
が

確
保
で
き
れ
ば
専
門
ス
タ

ッ
フ
、
透
析
室
、
専
用
機

器
等
を
整
え
る
こ
と
を
前

向
き
に
考
え
て
い
き
た
い

と
院
長
か
ら
聞
い
て
い

る
。
管
理
者
と
し
て
医
療

の
棲
み
分
け
等
バ
ラ
ン
ス

も
考
慮
し
な
が
ら
、
院
長

含
め
検
討
を
し
て
い
き
た

い
。

▲有田町（後期高齢者）の人工透析患者の推移

▲有田町（国保）の人工透析患者の推移
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一
般
質
問

町
政
を
徹
底
追
求
！

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
政
に
つ
い
て
自
由
に
質
問
を
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
質
問
す
る
項
目
は
事
前
に
通
告
し
ま
す
。

時
間
内
で
あ
れ
ば
納
得
が
い
く
ま
で
何
度
も
質
問
で
き
る
「
一
問
一
答
方
式
」
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

久
く

保
ぼ

田
た

 豊
ゆたか

 議員

どのような国スポにしたいか

町として心に残る良かったと思って頂ける大会にしたい答

議
員　
い
よ
い
よ
来
年
度
、

48
年
ぶ
り
に
県
内
で
の
大

会
が
始
ま
る
が
、
進
捗
状

況
は
。

生
涯
学
習
課
長　
令
和
３

年
に
有
田
町
実
行
委
員
会

を
発
足
し
、
そ
の
中
に
４

つ
の
専
門
委
員
会
、
総
務

企
画
、
競
技
式
典
、
宿
泊

衛
生
、輸
送
交
通
を
作
り
、

各
種
計
画
要
項
等
を
作
成

し
、
そ
の
基
準
に
従
い
リ

ハ
ー
サ
ル
大
会
ま
で
終
了

し
て
い
る
。こ
れ
か
ら
は
、

国
ス
ポ
開
催

令
和
６
年
10
月
の
本
大
会

に
向
け
て
準
備
を
本
格
化

さ
せ
て
い
く
予
定
で
あ

る
。

議
員　
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ

ィ
ン
グ
は
、
な
か
な
か
馴

染
み
の
な
い
ス
ポ
ー
ツ
で

あ
る
が
、
テ
レ
ビ
で
見
る

よ
り
実
際
は
迫
力
が
あ

り
、
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
は

良
か
っ
た
と
思
う
が
。

生
涯
学
習
課
長　
運
営
は

県
協
会
等
の
協
力
に
よ
り

無
事
終
了
し
た
。今
後
は
、

競
技
の
見
ど
こ
ろ
の
奥
深

さ
の
紹
介
や
、
町
民
の
関

わ
り
方
や
気
運
を
高
め
る

▲日本ウエイトリフティング協会HP

▲ウエイトリフティング　リハーサル風景

こ
と
が
課
題
。

議
員　
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ

ィ
ン
グ
は
、
ル
ー
ル
と
競

技
等
は
町
民
の
皆
様
は
知

ら
な
い
と
思
う
の
で
、
体

験
型
の
ブ
ー
ス
を
設
け
て

は
ど
う
か
。

生
涯
学
習
課
長　
貴
重
な

意
見
だ
と
思
う
。
安
全
面

等
を
考
慮
し
て
検
討
し
た

い
。

議
員　
ト
イ
レ
は
。

生
涯
学
習
課
長　
本
大
会

も
仮
設
ト
イ
レ
を
計
画

し
、
清
潔
感
を
重
視
し
検

討
す
る
。

議
員　
駐
車
場
の
確
保
は
。

る
。

議
員　
小
中
学
校
の
児
童

の
学
校
観
戦
の
実
施
は
。

生
涯
学
習
課
長　
学
校
観

戦
の
呼
び
か
け
を
し
て
い

き
た
い
。

議
員　
人
員
の
確
保
は
。

生
涯
学
習
課
長　
リ
ハ
ー

サ
ル
大
会
以
上
の
ス
タ
ッ

フ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
必

要
で
あ
る
。

議
員　
町
長
自
身
は
ど
の

よ
う
な
国
ス
ポ
に
し
た
い

か
。

町
長　
令
和
４
年
開
催
の

栃
木
国
体
は
悪
天
候
の
中

で
の
視
察
だ
っ
た
。
本
町

で
の
大
会
は
48
年
ぶ
り
の

大
会
な
の
で
、
皆
様
に
喜

ん
で
い
た
だ
け
る
、
心
に

残
る
素
晴
ら
し
い
大
会
に

し
て
い
き
た
い
。

生
涯
学
習
課
長　

臨
時
駐
車
場
を
設

け
、
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
を
運
行
予
定
で

あ
る
。

議
員　
案
内
等
は
。

生
涯
学
習
課
長　

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

を
検
証
し
、
ひ
と

目
で
わ
か
る
ア
ク

セ
ス
、
会
場
見
取

り
図
看
板
等
の
増

設
を
考
え
て
い
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一
般
質
問

町
政
を
徹
底
追
求
！

議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
る
議
員
の
一
般
質
問
の
文
責
は
各
議
員
に
あ
り
ま
す
。

▲学級数の推移

納得いく判断ができる審議を

結論を急がず、十分審議したい答

議
員　
教
育
環
境
の
現
状

は
。

教
育
長　
児
童
生
徒
数
の

減
少
。
令
和
５
年
４
月
１

日
の
０
歳
児
人
口
は
99
人

で
、
こ
こ
10
年
間
で
４
割

減
少
。
学
級
数
の
減
少
に

よ
り
、
先
生
の
数
や
学
習

指
導
、
部
活
動
な
ど
の
影

響
も
出
て
い
る
。

施
設
の
老
朽
化
。
西
有

田
中
の
校
舎
が
築
63
年
、

曲
川
小
築
57
年
、
有
田
中

と
大
山
小
が
築
40
数
年
。

議
員　
審
議
会
に
お
け
る

判
断
材
料
と
基
準
は
。

教
育
長　
７
つ
の
学
校
ス

タ
イ
ル
が
あ
り
①
小
規
模

校
同
士
の
統
合
②
標
準
規

模
校
へ
の
統
合
③
新
た
な

学
校
を
設
置
④
小
規
模
特

認
校
の
設
置
⑤
小
中
一
貫

校
の
設
置
⑥
義
務
教
育
学

校
の
設
置
⑦
現
状
の
規
模

で
存
続
。
４
つ
の
編
成
パ

タ
ー
ン
と
し
て
①
現
状
の

小
中
学
校
を
そ
の
ま
ま
存

小
中
学
校
適
正
規
模

適
正
配
置
審
議
会

浦
う ら

川
か わ

 和
か ず

彦
ひ こ

 議員

続
②
６
校
す
べ
て
も
含
む

義
務
教
育
学
校
ま
た
は
小

中
一
貫
校
に
統
合
③
小
学

校
４
校
は
そ
の
ま
ま
存
続

し
、
中
学
校
２
校
を
統
合

④
中
学
校
２
校
を
統
合

し
、
西
地
区
小
学
校
２
校

を
統
合
、
将
来
的
に
は
東

地
区
の
統
合
も
検
討
を
提

示
し
た
。

議
員　
審
議
会
答
申
の
時

期
は
。

教
育
長　
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の

交
代
等
も
あ
り
、
年
度
内

に
答
申
を
頂
け
た
ら
と
考

え
る
。

議
員　
時
期
尚
早
で
は
な

い
か
。
十
分
に
意
見
が
出

て
、
納
得
い
く
判
断
が
で

き
る
よ
う
審
議
し
て
ほ
し

い
。

教
育
長　
結
論
を
急
ぎ
過

ぎ
て
は
い
け
な
い
。
大
切

な
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち

を
主
役
に
考
え
る
こ
と

だ
。
将
来
に
亘
り
ど
の
よ

う
に
育
て
る
の
か
、
十
分

な
時
間
で
審
議
す
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
る
。

議
員　
有
田
町
に
は
、
地

域
の
素
材
や
人
材
が
豊
富

に
あ
り
、
特
徴
の
あ
る
多

様
な
価
値
観
を
作
り
出
す

条
件
が
あ
る
。
保
護
者
か

ら
学
校
づ
く
り
の
発
想
や

ア
イ
デ
ア
を
吸
い
上
げ
、

共
に
参
画
す
る
こ
と
で
、

地
域
に
元
気
を
与
え
、
魅

力
あ
る
学
校
に
つ
な
が

る
。
提
案
型
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
を
採
り
な
が
ら
、
意

見
集
約
は
で
き
な
い
か
。

教
育
長　
審
議
会
に
諮
り

な
が
ら
、
検
討
を
さ
せ
て

頂
き
た
い
。

議
員　
白
石
町
の
小
中
学

校
統
合
再
編
で
は
住
民
説

明
会
を
校
区
、
地
域
別
に

分
け
て
数
多
く
開
催
さ

れ
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。

有
田
町
で
は
意
見
集
約
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

学
校
教
育
課
長　
答
申
後

の
今
後
の
計
画
（
案
）
を

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
町
広

報
な
ど
に
掲
載
、
ま
た
は

説
明
会
等
を
行
い
、
ア
ン

ケ
ー
ト
等
で
意
見
の
集
約

を
図
り
た
い
。

議
員　
町
長
の
問
題
意
識

は
。

町
長　
答
申
の
中
身
を
尊

重
し
、
町
民
か
ら
の
意
見

を
頂
き
進
め
て
い
く
べ
き

で
あ
る
。
有
田
町
の
教
育

が
、
未
来
を
築
く
子
ど
も

た
ち
の
エ
ン
ジ
ン
と
な
る

の
で
、
子
ど
も
た
ち
を
第

一
に
考
え
な
が
ら
、
審
議

会
だ
け
で
な
く
オ
ー
ル
有

田
で
学
校
再
編
を
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

▲０歳児人口の推移
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答

一
般
質
問

町
政
を
徹
底
追
求
！

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
政
に
つ
い
て
自
由
に
質
問
を
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
質
問
す
る
項
目
は
事
前
に
通
告
し
ま
す
。

時
間
内
で
あ
れ
ば
納
得
が
い
く
ま
で
何
度
も
質
問
で
き
る
「
一
問
一
答
方
式
」
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

暫く運用がない基金の積極転用を

いきた活用策を考えてみたい

▽
財
務
４
指
標
に
よ
る
財

政
状
態

議
員　
総
務
省
は
、
地
方

自
治
体
の
財
政
の
健
全
化

を
指
導
分
析
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
が
、
財

務
省
は
、
地
方
自
治
体
へ

の
資
金
（
地
方
債
等
）
の

貸
し
手
と
し
て
の
償
還
確

実
性
の
確
認
を
目
的
と
し

て
い
る
。
そ
こ
で
４
指
標

の
中
か
ら
、
行
政
経
常
収

支
比
率
か
ら
み
る
財
政
状

況
を
。

財
政
課
長　
行
政
経
常
収

支
比
率
は
、
行
政
に
お
け

る
経
常
収
入
で
あ
る
地
方

税
、
地
方
交
付
税
、
国
・

県
か
ら
の
補
助
金
等
（
ふ

る
さ
と
応
援
寄
附
金
は
含

ま
れ
な
い
）
か
ら
、
人
件

費
、
扶
助
費
、
補
助
金
等

の
経
常
支
出
を
差
し
引
い

た
収
支
に
対
し
て
、
ど
の

程
度
の
地
方
債
の
償
還
財

源
を
算
出
で
き
る
か
と
い

う
指
標
で
あ
る
。

例
え
ば
ロ
ー
ン
の
返
済

に
回
せ
る
資
金
が
、
ど
の

く
ら
い
あ
る
の
か
と
同
じ

意
味
で
、
判
断
目
安
が
概

ね
10
％
以
上
で
あ
れ
ば
よ

い
と
さ
れ
る
。
令
和
３
年

度
が
12
・
６
％
、
同
４
年

度
が
13
・
６
％
で
あ
り
、

こ
の
２
年
間
は
概
ね
良
好

だ
っ
た
が
、
令
和
２
年
度

以
前
は
、
10
％
を
下
回
り

低
水
準
で
あ
っ
た
。

議
員　
コ
ロ
ナ
の
影
響
に

よ
る
財
政
の
状
況
や
、
財

務
省
の
分
析
に
よ
る
収
支

低
水
準
の
要
因
で
あ
る
ソ

フ
ト
事
業
は
、
一
度
始
め

る
と
や
め
に
く
い
と
の
こ

と
だ
が
。

財
政
課
長　
コ
ロ
ナ
禍
の

中
、
令
和
３
、
４
年
度
は

国
か
ら
の
コ
ロ
ナ
関
連
の

交
付
金
を
、
各
種
事
業
に

充
当
す
る
こ
と
が
で
き
、

財
源
的
に
少
し
余
裕
が
で

き
た
た
め
、
各
指
標
の
数

値
が
良
好
だ
っ
た
。
今
後

こ
の
様
な
国
か
ら
の
交
付

金
が
減
る
と
以
前
の
水
準

に
戻
る
の
で
、
財
政
状
況

町
の
財
政

中
な か

島
し ま

 達
た つ

郎
ろ う

 議員

の
見
通
し
は
少
し
厳
し
く

な
っ
て
い
く
と
予
想
し
て

い
る
。

ま
た
財
務
省
の
分
析
で

は
、
現
時
点
で
は
著
し
く

悪
く
は
な
い
が
、
敢
え
て

課
題
を
あ
げ
れ
ば
、
収
支

低
水
準
（
赤
字
予
備
軍
）

で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
少
子
高
齢
化
が
進
む

中
、
医
療
・
介
護
等
の
社

会
福
祉
費
や
、
定
住
促
進

を
普
及
さ
せ
る
た
め
の
子

育
て
支
援
策
等
の
児
童
福

祉
費
も
今
後
増
加
傾
向
に

な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
ソ
フ
ト
事
業
が

増
え
る
こ
と
で
、
経
常
収

支
が
益
々
低
水
準
に
な
る

懸
念
も
あ
る
。

▽
基
金
の
現
状

議
員　
積
立
金
等
月
収
倍

率
か
ら
見
た
財
政
状
況

は
。

財
政
課
長　
１
年
間
の
経

常
収
入
を
12
カ
月
で
除
し

た
額
の
、
何
カ
月
分
の
積

立
金
等
が
あ
る
か
と
い
う

指
標
で
あ
り
、
預
貯
金
が

給
与
の
何
カ
月
分
あ
る
か

と
い
う
こ
と
と
同
じ
意
味

で
あ
る
。
令
和
４
年
度
は

12
・
３
カ
月
分
あ
り
、
全

国
平
均
を
上
回
り
、
あ
る

程
度
の
備
え
に
な
っ
て
い

る
。

議
員　
そ
の
他
特
定
目
的

基
金
の
中
に
は
、
暫
く
運

用
が
な
い
基
金
も
あ
る

が
、
町
の
発
展
や
移
住
定

住
促
進
政
策
等
に
、
積
極

的
な
転
用
が
で
き
な
い
も

の
か
。

町
長　
基
金
を
し
っ
か
り

精
査
し
て
、
い
き
た
有
田

の
た
め
に
な
る
よ
う
な
活

用
策
も
考
え
た
い
。

◇
そ
の
他
の
質
問

•
普
通
財
産
の
活
用

「債務償還可能年数」
実質債務（借入金）が経常収支
の何年分あるかを示している。

「実質債務月収倍率」
実質債務（借入金）が月収の何
カ月分あるかを示している。

「積立金等月収倍率」
積立金（基金）が月収の何カ月
分あるか、耐久余力を示す。

「行政経常収支率」
企業分析の経常利益率に相当し
経常収入に対する経常収支比率

▲財務4指標

財務４指標 令和
２年度

令和
３年度

令和
４年度

３年度
県内平均

３年度
全国平均

債務償還可能年数 9.8年 2.0年 0.8年 4.2年 4.1年
実質債務月収倍率 4.7月 3.0月 1.4月 4.0月 6.5月
積立金等月収倍率 11.2月 11.4月 12.3月 10.9月 7.1月
行政経常収支率 3.90％ 12.60％ 13.60％ 6.00％ 15.30％

▲財務指標の経年推移（出典：福岡財務支局佐賀財務事務所）
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答

一
般
質
問

町
政
を
徹
底
追
求
！

議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
る
議
員
の
一
般
質
問
の
文
責
は
各
議
員
に
あ
り
ま
す
。

旧
佐
賀
銀
行
跡
地

の
再
開
発
の
進
捗

は

議
員　
公
園
の
内
外
の
現

状
と
管
理
及
び
焱
の
博
記

念
堂
の
現
在
の
状
況
は
。

生
涯
学
習
課
長　
屋
内
外

と
も
老
朽
化
が
進
ん
で
お

り
、
こ
こ
数
年
は
改
修
費

が
増
加
し
て
い
る
。

議
員　
指
定
管
理
者
の
選

定
方
法
は
。

財
政
課
長　
公
募
し
て
指

▲内山地区　札ノ辻交差点旧佐賀銀行跡地

▲「歴史と文化の森公園」の焱の博記念堂

歴史と文化の森公園の現状と対策は

維持運営するには手立ても必要

定
管
理
者
の
候
補
者
選
定

委
員
会
に
お
い
て
、
書
類

審
査
及
び
プ
レ
ゼ
ン
を
精

査
し
決
定
し
て
い
る
。

議
員　
指
定
管
理
の
費
用

の
妥
当
性
は
。

生
涯
学
習
課
長　
現
在
は

妥
当
だ
と
考
え
る
。

議
員　
こ
こ
数
年
の
取
り

巻
く
環
境
変
化
で
イ
ン
フ

レ
率
は
バ
ブ
ル
期
に
拮
抗

し
て
お
り
、
今
年
は
３
・

21
％
と
予
想
さ
れ
る
。
指

﹁
歴
史
と
文
化
の
森
公
園
﹂

の
現
状
と
指
定
管
理
団
体

支
出
の
合
理
性
は

諸
も ろ

隈
く ま

 洋
よ う

介
す け

 議員

定
管
理
の
事
業
費
は
現
在

４
２
０
０
万
円
だ
が
こ
の

予
算
で
大
丈
夫
か
。

生
涯
学
習
課
長　
次
期
選

定
の
折
に
は
金
額
も
含
め

て
総
合
的
な
検
討
も
必

要
。

議
員　
今
後
は
公
園
駐
車

場
の
有
料
化
な
ど
、
維
持

管
理
や
運
営
に
必
要
な
費

用
等
を
議
論
す
る
時
期
。

生
涯
学
習
課
長　
現
在
は

無
料
の
駐
車
場
も
、
長
期

で
維
持
運
営
す
る
に
は
費

用
対
効
果
を
含
め
、
有
料

化
も
検
討
す
る
余
地
が
あ

る
。

町
長　
末
永
く
維
持
運
営

す
る
に
は
手
立
て
は
必
要

で
あ
る
。

議
員　
現
在
の
状
況
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
旧
佐

賀
銀
行
跡
地
は
重
要
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
域
。

有
田
町
都
市
計
画
審
議
会

か
ら
、
こ
の
地
区
に
ふ
さ

わ
し
い
建
物
を
整
備
す
る

よ
う
に
と
の
指
摘
を
受
け

た
。
運
営
面
を
ど
う
す
る

か
を
協
議
の
結
果
、
サ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査

が
必
要
と
考
え
実
施
し
て

い
る
。

議
員　
早
期
に
建
物
を
建

て
る
の
で
は
な
く
、
議
論

を
尽
く
し
て
慎
重
に
取
り

組
む
べ
き
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
検
討
委
員

会
専
門
部
会
で
も
結
論
は

出
て
い
な
い
の
で
、
結
論

ま
で
時
間
が
か
か
る
。

町
長　
観
光
及
び
移
住
定

住
も
踏
ま
え
て
慎
重
か
つ

大
胆
に
進
め
る
。

議
員　
同
床
異
夢
に
な
ら

ぬ
よ
う
に
住
民
の
納
得
い

く
開
発
を
行
う
べ
き
。

◇
そ
の
他
の
質
問

•
令
和
５
年
度
有
田
町
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
調
査
業
務
内
容

は
。
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答

一
般
質
問

町
政
を
徹
底
追
求
！

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
政
に
つ
い
て
自
由
に
質
問
を
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
質
問
す
る
項
目
は
事
前
に
通
告
し
ま
す
。

時
間
内
で
あ
れ
ば
納
得
が
い
く
ま
で
何
度
も
質
問
で
き
る
「
一
問
一
答
方
式
」
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

▲土砂が堆積して水路が狭く、葦が生い茂る唐船川

▲大切な医療情報

唐船川の整備と山の崩落対策を

現地を踏査し、関係機関と協議する

唐
船
川
の
葦
の

伐
採

猿
川
の
今
後
の

維
持
管
理

緊
急
医
療
情
報

キ
ッ
ト

▽
葦
の
伐
採
の
申
請
は

議
員　
唐
船
川
は
葦
（
よ

し
）
が
生
い
茂
り
、
土
石

類
も
堆
積
し
て
河
川
氾
濫

の
恐
れ
が
あ
る
。
唐
船
川

は
県
の
管
理
河
川
だ
が
、

過
去
、
葦
の
伐
採
な
ど
で

県
に
申
請
し
た
の
か
。

建
設
課
長　
令
和
２
年
に

申
請
の
経
緯
が
あ
る
。
本

年
度
も
地
元
か
ら
整
備
の

申
請
を
受
け
て
い
る
。

池
い け

田
だ

 榮
え い

次
じ

 議員

▽
白
土
山
の
一
部
に
亀
裂

議
員　
唐
船
川
の
傍
に
あ

る
白
土
山
の
一
部
に
亀
裂

が
あ
る
と
聞
く
。
崩
落
し

て
唐
船
川
を
塞
ぐ
と
地
域

一
帯
が
大
災
害
に
な
る
。

県
・
町
の
農
林
部
門
で
連

携
し
た
調
査
を
求
め
る
が

ど
う
か
。

建
設
課
長　
現
地
の
踏
査

を
し
て
、
ど
の
よ
う
な
対

策
が
で
き
る
か
関
係
機
関

と
協
議
し
た
い
。

▽
冷
蔵
庫
に
10
年
間
も

議
員　
平
成
25
年
度
に
町

は
「
緊
急
医
療
情
報
キ
ッ

ト
」（
右
掲
）を
配
布
し
た
。

中
に
は
世
帯
員
個
々
の
か

か
り
つ
け
医
や
、
現
・
既

往
の
病
名
、
服
用
中
の
薬
、

緊
急
連
絡
先
と
電
話
番
号

を
書
い
た
シ
ー
ト
が
入
っ

て
い
る
。
冷
蔵
庫
の
扉
の

内
側
で
10
年
も
経
つ
。

総
務
課
長　
平
成
24
年
度

に
町
は
、
65
才
以
上
の
一

人
暮
ら
し
の
方
な
ど
の
希

望
者
に
、
医
療
情
報
キ
ッ

ト
を
配
布
し
た
。
情
報
シ

ー
ト
の
更
新
は
大
切
な
の

で
改
め
て
周
知
す
る
。
シ

ー
ト
が
不
足
す
る
方
は
総

務
課
ま
た
は
健
康
福
祉
課

ま
で
ご
連
絡
を
。

▽
地
域
の
要
望
で
整
備
か

議
員　
猿
川
の
堰
堤
を
町

が
整
備
し
た
こ
と
で
、
私

は
県
や
農
林
事
務
所
、
地

域
で
も
情
報
収
集
を
し
た
。

そ
の
結
果
「
か
ね
て
の

地
域
の
整
備
要
請
に
、
町

が
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
を

取
り
崩
し
て
予
算
を
確
保

し
た
も
の
」
と
結
論
付
け

た
。
そ
の
認
識
で
よ
い
か
。

商
工
観
光
課
長　
地
域
に

も
「
猿
川
は
県
の
管
理
河

川
な
の
で
、
町
と
し
て
の

整
備
は
今
年
限
り
」
と
伝

え
て
い
る
。

▽
今
後
の
維
持
管
理
は

議
員　
６
月
と
９
月
議
会

で
の
、
猿
川
の
今
後
の
維

持
管
理
に
か
か
る
執
行
部

の
答
弁
に
整
合
性
が
な
い
。

整
理
の
意
味
で
尋
ね
る
。

「
猿
川
の
維
持
管
理
の
主

体
は
県
、
軽
微
な
整
備
は

地
元
の
協
力
で
」
と
認
識

し
、
整
理
し
て
良
い
か
。

商
工
観
光
課
長　
ご
認
識

の
通
り
で
あ
る
。

▽
水
難
事
故
等
の
責
任
は

議
員　
一
般
的
に
河
川
は

危
険
箇
所
だ
と
し
て
、
町

は
過
去
「
危
な
い
、
近
寄

る
な
」
と
標
識
な
ど
の
設

置
を
指
導
し
て
き
た
。
猿

川
の
水
遊
び
は
無
論
、
普

段
の
水
難
事
故
は
誰
が
責

任
を
負
う
の
か
。
全
体
的

な
面
で
責
任
を
尋
ね
る
。

総
務
課
長　
大
雨
な
ど
で

増
水
が
予
想
さ
れ
る
際
、

町
が
周
知
し
て
い
な
か
っ

た
場
合
は
行
政
責
任
を
問

わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。

水
遊
び
は
原
則
、
自
己
責

任
と
考
え
る
。

建
設
課
長　
自
ら
の
判
断

で
利
用
す
る
以
上
、
自
ら

の
責
任
で
安
全
対
策
を
し

て
も
ら
い
た
い
。
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答

一
般
質
問

町
政
を
徹
底
追
求
！

議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
る
議
員
の
一
般
質
問
の
文
責
は
各
議
員
に
あ
り
ま
す
。

▲国スポ会場の焱の博記念堂 
ウエイトリフティング演技台

かごしま国体視察で参考になった点は

会場周辺設備や運営面で参考になった

▽
か
ご
し
ま
国
体
視
察
・

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

議
員　
か
ご
し
ま
国
体
視

察
で
参
考
に
な
っ
た
点

は
。

生
涯
学
習
課
長　
競
技
の

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
・
本
大

会
の
各
業
務
の
担
当
と
な

る
町
職
員
が
、
会
場
周
辺

設
備
や
運
営
等
を
視
察
で

き
た
こ
と
で
あ
る
。

議
員　
宿
泊
施
設
が
足
り

な
か
っ
た
よ
う
だ
が
。

生
涯
学
習
課
長　
国
ス
ポ

で
は
、
選
手
・
監
督
の
宿

泊
は
、
県
が
一
括
し
て
旅

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ

２
０
２
４
国
ス
ポ

原
は ら

田
だ

 一
か ず

宏
ひ ろ

 議員

括
し
て
旅
行
会
社
に
委
託

す
る
。
町
の
ス
タ
ッ
フ
等

の
昼
食
は
、
地
元
業
者
を

活
用
で
き
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。

議
員　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

人
員
は
確
保
で
き
て
い
る

か
。

生
涯
学
習
課
長　
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
呼
び
か
け
て
い

る
が
、
接
遇
対
応
の
研
修

会
も
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

議
員　
物
販
の
対
応
は
。

生
涯
学
習
課
長　
物
販
ブ

ー
ス
を
拡
張
し
て
、
飲
食

に
限
ら
ず
、
や
き
も
の
関

係
も
お
願
い
し
た
い
。
休

憩
所
も
少
し
拡
充
で
き
れ

ば
と
思
う
。

タ
ウ
ン

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

関
連

議
員　
会
場
案
内
図
と
リ

ハ
ー
サ
ル
大
会
冊
子
の
案

内
図
が
、
上
下
逆
で
見
に

く
か
っ
た
が
、
そ
の
対
応

は
。

生
涯
学
習
課
長　
本
大
会

に
は
修
正
し
て
対
応
し
た

い
。

議
員　
会
場
へ
の
入
口
が

狭
い
が
、
入
口
門
の
拡
幅

や
信
号
設
置
は
。

生
涯
学
習
課
長　
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
運
行
の
路
線
見
直

し
や
、
仮
設
の
信
号
設
置

を
含
め
、
ス
ム
ー
ズ
に
運

行
で
き
る
よ
う
に
検
討
し

た
い
。

議
員　
各
県
を
応
援
す
る

の
ぼ
り
旗
の
作
製
と
設
置

は
。

教
育
長　
の
ぼ
り
旗
作
製

に
向
け
、
す
で
に
町
内
小

中
学
校
に
依
頼
し
て
い
る
。

議
員　
駅
前
の
案
内
所
や

施
設
の
拡
充
は
。

町
長　
国
ス
ポ
対
応
だ
け

で
は
な
く
、
通
年
観
光
の

こ
と
も
考
え
て
、
賑
わ
い

が
で
き
る
よ
う
に
対
応
し

た
い
。

議
員　
総
務
常
任
委
員
会

で
日
光
市
を
訪
れ
た
。
財

政
規
模
や
観
光
客
数
・
文

化
遺
産
な
ど
に
大
き
な
差

も
あ
る
が
、
数
あ
る
日
光

市
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
を
参
考
に
し
て
、
町

で
も
情
報
発
信
で
き
な
い

か
。

総
務
課
長　
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
動
画
を
含
め
、
興
味

を
引
く
内
容
で
、
大
変
参

考
に
な
っ
た
。
町
は
今
年

度
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新

に
向
け
て
、
ま
ち
づ
く
り

課
で
準
備
し
て
い
る
。

行
会
社
に
委
託
す

る
。
県
内
及
び
近

隣
の
宿
泊
施
設

は
、
旅
行
会
社
が

直
近
ま
で
押
さ
え

る
こ
と
に
な
る
。

議
員　
昼
食
は
ど

う
す
る
の
か
。

生
涯
学
習
課
長　

選
手
・
関
係
者
の

昼
食
は
、
県
が
一

議
員　
最
新
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
状
況
は
。

健
康
福
祉
課
長　
町
の
全

人
口
に
対
す
る
接
種
率
は

21
・
７
％
で
県
内
５
位
、

65
才
以
上
の
高
齢
者
の
接

種
率
は
47
・
１
％
で
県
内

３
位
と
な
っ
て
い
る
。

議
員　
他
県
の
新
聞
に
ワ

ク
チ
ン
不
足
の
記
事
が
出

て
い
た
が
、
町
内
で
は
ど

の
よ
う
な
状
況
か
。

健
康
福
祉
課
長　
ワ
ク
チ

ン
の
配
分
は
決
ま
っ
て
い

る
が
、
町
内
で
は
医
療
機

関
の
接
種
日
等
を
調
整
し

て
実
施
し
て
い
る
の
で
、

今
の
と
こ
ろ
不
足
は
な

い
。

議
員　
今
後
の
予
定
は
。

健
康
福
祉
課
長　
来
年
度

以
降
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
同
様
の
定
期
接
種
と
な

り
、
秋
冬
一
回
の
接
種
に

な
る
予
定
。
料
金
は
一
部

自
己
負
担
に
な
る
が
、
明

ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

▲日光市観光プロモーション 
「NEW DAY,NEW LIGHT.日光」
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答

一
般
質
問

町
政
を
徹
底
追
求
！

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
政
に
つ
い
て
自
由
に
質
問
を
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
質
問
す
る
項
目
は
事
前
に
通
告
し
ま
す
。

時
間
内
で
あ
れ
ば
納
得
が
い
く
ま
で
何
度
も
質
問
で
き
る
「
一
問
一
答
方
式
」
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

議
員　
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

を
は
じ
め
、
現
存
ア
プ
リ

に
町
独
自
の
取
り
組
み
も

加
え
、
有
田
の
知
名
度
を

最
大
限
に
活
か
し
て
総
合

的
に
発
信
充
実
に
努
め
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

移
住
就
業
希
望
者
な
ど
に

関
す
る
広
報
は
。

総
務
課
長　
農
業
面
で
就

業
支
援
、
商
工
面
で
創
業

ス
ク
ー
ル
の
開
催
な
ど
、

単
な
る
広
報
か
ら
、
町
の

営
業
活
動
に
近
い
広
報
に

転
換
し
た
い
。

議
員　
定
住
促
進
事
業
の

差
別
化
や
見
直
し
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
短
期

体
験
と
無
料
宿
泊
で
の
お

試
し
住
宅
で
は
移
住
に
繋

が
り
に
く
い
た
め
、
秋
の

陶
磁
器
ま
つ
り
を
利
用
し

た
参
加
出
店
な
ど
を
通

じ
、
起
業
を
前
提
と
し
た

有
田
ぐ
ら
し
体
験
型
へ
、

定
住
奨
励
金
も
移
住
者
に

限
ら
ず
町
内
移
転
者
へ
の

▲水戸市偕楽園・日本遺産標柱

▲絶景に会える棚田・岳の朝日と
玄海の夕日

タウンプロモーションの拡充を

背景の文化含め最大限にPRしたい

優
遇
も
視
野
に
入
れ
た
施

策
に
転
換
し
て
い
る
。

議
員　
年
齢
制
限
や
夫
婦

限
定
な
ど
、
条
件
付
き
移

住
の
定
住
支
援
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
夫
婦

限
定
な
ど
は
双
方
が
支
え

合
っ
て
生
き
て
い
く
と
い

う
覚
悟
や
就
業
意
欲
が
確

認
で
き
る
良
い
視
点
で
あ

る
と
思
う
。

議
員　
近
隣
産
地
の
広
報

も
必
要
と
思
う
が
。

町
長　
武
雄
や
嬉
野
を
抱

き
込
ん
だ
〝
あ
り
っ
た
け

催
事
広
報
面
で
は
、
博
多

駅
で
の
肥
前
窯
業
圏
物
産

展
な
ど
も
Ｐ
Ｒ
予
定
で
あ

る
。

議
員　
文
化
財
の
価
値
は

保
持
か
ら
活
用
へ
、
地
域

生
活
者
と
し
て
過
去
の
経

緯
よ
り
未
来
を
見
据
え
た

施
策
に
つ
い
て
弁
が
あ
っ

た
が
。

町
長　
考
え
に
変
わ
り
は

な
く
、
加
速
増
大
し
て
い

る
。
ロ
ー
マ
な
ど
を
視
察

し
た
際
、
歴
史
と
文
化
の

魅
力
を
大
い
に
実
感
し
、

文
化
財
の
現
実
的
な
活
用

は
正
し
い
方
策
で
あ
る
と

確
信
し
た
。
先
の
全
国
重

要
無
形
文
化
財
保
持
団
体

協
議
会
大
会
で
は
、
伝
建

も
耳
目
を
集
め
、
文
化
庁

効
果
的
情
報
発
信

の
拡
充

近
隣
産
業
と

文
化
の
Ｐ
Ｒ
は

岩
い わ

尾
お

　匡
ただし

 議員

の
う
れ
し
い
を
〞
の
企
画

や
、
肥
前
窯
業
圏
で
の
ド

ラ
イ
ビ
ン
グ
マ
ッ
プ
に
よ

る
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
な
ど
を
通
じ
て
、
他

産
地
の
Ｐ
Ｒ
も
し
て
い

る
。
主
流
の
有
田
焼
以
外

は
Ｐ
Ｒ
が
手
薄
に
な
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

議
員　
日
本
遺
産
標
柱
な

ど
、
文
化
的
付
加
価
値
の

現
地
Ｐ
Ｒ
を
。

商
工
観
光
課
長　
泉
山
磁

石
場
に
日
本
遺
産
の
看
板

を
設
置
し
て
い
る
が
、
標

柱
は
未
検
討
で
あ
る
。
町

内
観
光
案
内
板
の
改
善
は

箇
所
確
認
も
終
え
、
年
内

に
は
完
了
予
定
で
あ
る
。

審
議
官
に
も
高
評
価
を
得

て
お
り
、
活
用
面
は
強
く

進
め
た
い
。

議
員　
関
係
人
口
獲
得
の

手
段
と
し
て
、
旅
を
し
な

が
ら
お
手
伝
い
を
通
じ
て

地
域
の
人
と
関
係
性
が
で

き
る
〝
お
て
つ
た
び
〞
な

ど
へ
の
取
り
組
み
も
提
案

し
た
い
が
。

町
長　
別
の
方
法
で
あ
る

が
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

に
併
せ
、
昭
和
女
子
大
な

ど
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行

う
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、

佐
賀
大
学
の
学
生
と
有
田

を
代
表
す
る
職
人
さ
ん
と

の
交
流
体
験
も
行
っ
た
。

若
い
人
の
Ｕ
タ
ー
ン
と
外

部
の
協
働
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
。
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答

一
般
質
問

町
政
を
徹
底
追
求
！

議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
る
議
員
の
一
般
質
問
の
文
責
は
各
議
員
に
あ
り
ま
す
。

議
員　
本
町
に
継
承
さ
れ

て
き
た
伝
承
芸
能
で
消
滅

し
た
、
あ
る
い
は
継
承
が

難
し
く
な
っ
て
い
る
も
の

が
い
く
つ
か
あ
る
。

町
内
で
奉
納
さ
れ
る
浮

立
も
そ
の
中
の
一
つ
で
あ

る
が
、
保
存
会
に
対
す
る

補
助
の
状
況
は
。

生
涯
学
習
課
長　
町
が
把

握
し
て
い
る
伝
承
芸
能
の

17
団
体
の
内
、
文
化
財
指

定
が
さ
れ
て
い
る
３
団
体

に
後
継
者
育
成
補
助
金
を

出
し
て
い
る
。

議
員　
西
地
区
に
は
、
祇

園
に
浮
立
を
奉
納
す
る
慣

▲秋の十六善神奉納浮立

地域伝承芸能の継承に対する補助を

地区内で継承の方向性が必要

校
生
か
ら
45
才
ま
で
が
十

八
夜
会
を
組
織
し
、
龍
泉

寺
へ
雨
乞
い
祈
願
の
奉
納

を
行
う
。

国
外
の
観
光
客
に
も
人

気
が
あ
る
が
、
夜
間
に
行

わ
れ
る
行
事
で
あ
り
、
花

火
の
経
費
も
大
き
く
、
地

区
か
ら
の
支
援
が
必
要
な

状
況
に
あ
る
。

若
年
者
の
参
加
も
年
々

減
少
し
、
継
承
も
難
し
い

状
況
と
な
っ
て
い
る
が
、

ふ
る
さ
と
納
税
か
ら
の
補

助
は
で
き
な
い
か
。

生
涯
学
習
課
長　
地
区
行

事
を
後
世
に
引
き
継
い
で

い
く
た
め
に
も
、
地
区
内

で
方
向
性
を
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

議
員　
地
域
み
ら
い
留
学

は
、
少
子
化
に
悩
む
地
方

の
公
立
高
が
全
国
か
ら
生

徒
を
受
け
入
れ
る
取
り
組

み
で
、
島
根
県
で
の
成
功

例
を
き
っ
か
け
に
全
国
に

広
が
っ
て
い
る
。

有
田
工
業
高
校
に
も
、

今
年
度
６
人
の
留
学
生
が

入
学
し
た
。
過
疎
や
少
子

伝
承
芸
能
存
続
の

危
機

身
障
者
用
ア
プ
リ

地
域
み
ら
い
留
学

樋
ひ

渡
わたし

 徹
とおる

 議員

議
員　
身
障
者
手
帳
の
提

示
の
代
替
と
し
て
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
提
示
を

可
能
と
す
る
ア
プ
リ
が
開

発
さ
れ
、
有
田
町
で
も
登

録
が
可
能
と
な
っ
た
。

広
報
有
田
の
11
月
発
行

に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
他
の
周
知
に
つ

い
て
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
課
長　
町
や
ア

プ
リ
メ
ー
カ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
他
、
ミ
ラ
イ
ロ

Ｉ
Ｄ
に
対
応
し
て
い
る
歴

史
民
俗
資
料
館
や
有
田
陶

磁
美
術
館
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
で
も
、
周
知
を
し

て
い
る
。

議
員　
昨
今
は
、
大
多
数

が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
替

え
ら
れ
て
い
る
状
況
で
あ

る
が
、
障
が
い
者
手
帳
を

お
持
ち
の
高
齢
者
に
対

し
、
ミ
ラ
イ
ロ
Ｉ
Ｄ
へ
の

登
録
の
サ
ポ
ー
ト
は
、
役

場
の
窓
口
で
も
可
能
か
。

健
康
福
祉
課
長　
基
本
は

ミ
ラ
イ
ロ
へ
問
い
合
わ
せ

を
し
て
頂
き
た
い
。

高
齢
化
の
地
域
持
続
性
目

的
で
始
ま
っ
た
事
業
で
あ

る
が
、
国
内
で
は
本
年
度

百
校
を
超
え
る
高
校
の
取

り
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

寮
を
設
置
し
た
町
村
へ

の
移
住
者
や
若
者
の
Ｕ
タ

ー
ン
に
よ
る
実
績
が
い
く

つ
か
見
受
け
ら
れ
る
が
、

本
町
で
も
寮
設
置
を
取
り

組
む
考
え
は
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
今
の

時
点
で
は
考
え
て
い
な

い
。
来
期
に
つ
い
て
は
、

県
が
実
施
す
る
宿
舎
等
整

備
の
補
助
事
業
に
町
も
一

部
負
担
で
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
、
ア
パ
ー
ト
や
空
き
家

の
リ
フ
ォ
ー
ム
で
対
応
し

た
い
。

財
政
課
長　
町
が
伝
承
芸

能
に
補
助
を
す
る
と
の
決

定
が
な
さ
れ
た
の
ち
に
、

財
源
を
決
め
る
こ
と
に
な

る
。

▲ミライロＩＤ　アプリ

▲広島県立大崎海星高校の受入状
況例（寮設置）

▲十八夜のドテマカショ

習
が
残
っ

て
い
る
。

山
谷
地
区

は
、
６
集

落
を
地
区

回
し
で
山

田
神
社
へ

奉
納
。
大

木
宿
は
１

集
落
で
高
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答

一
般
質
問

町
政
を
徹
底
追
求
！

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
政
に
つ
い
て
自
由
に
質
問
を
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
質
問
す
る
項
目
は
事
前
に
通
告
し
ま
す
。

時
間
内
で
あ
れ
ば
納
得
が
い
く
ま
で
何
度
も
質
問
で
き
る
「
一
問
一
答
方
式
」
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

▽
Ｅ
Ｓ
Ｇ
分
析
を
活
用
し

た
有
田
町
新
国
富
指
標

の
向
上
に
関
す
る
協
定

議
員　
具
体
的
内
容
は
。

総
務
課
長　
国
連
・
新
国

富
報
告
書
代
表
で
あ
る
九

州
大
学
都
市
研
究
セ
ン
タ

ー
長
馬
奈
木
教
授
と
と
も

に
４
者
が
協
定
を
結
び
、

有
田
町
の
持
続
可
能
な
発

業
。
農
業
に
つ
い
て
は
、

さ
が
園
芸
生
産
８
８
８
億

円
推
進
事
業
で
令
和
３
年

度
新
規
就
農
者
２
人
、
令

和
４
年
度
に
１
人
、
令
和

５
年
度
に
２
人
と
着
実
に

増
加
し
て
い
る
。

町長の２年間を振り返って自己評価は

そうですね、72点ぐらいと思う

展
を
目
指
し
、

有
田
町
に
お
け

る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
実

践
に
取
り
組
む

協
定
で
あ
る
。

議
員　
Ｅ
Ｓ
Ｇ

分
析
と
は
。

総
務
課
長　
産

官
学
が
協
力
し

て
人
的
資
本
・

自
然
資
本
・
人

工
資
本
を
数
値

化
し
て
検
証

し
、
価
値
の
向

上
と
持
続
可
能

な
町
を
目
指
す

も
の
で
あ
る
。

議
員　
観
光
振
興
に
つ
い

て
は
。

町
長　
地
域
活
性
化
起
業

人
と
し
て
（
株
）
全
日
空

か
ら
受
け
入
れ
、
観
光
情

報
の
発
信
・
観
光
コ
ン
テ

ン
ツ
作
成
を
行
っ
た
。
昨

年
秋
は
「
有
田
ｄ
ｅ
お
得

ク
ー
ポ
ン
」
で
約
１
・
８

億
円
の
経
済
効
果
が
あ
っ

包
括
連
携
協
定

松
尾
町
長
の
政
策

▲連携協定の内容と目的

▲町長所信より

手
て

塚
つ か

 英
ひ で

樹
き

 議員

議
員　
横
浜
市
は
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
を
取
り
組
む
企
業
に

認
証
を
与
え
Ｅ
Ｓ
Ｇ
経
営

で
投
資
を
呼
び
込
む
シ
ス

テ
ム
を
作
っ
て
い
る
。
自

治
体
の
取
り
組
み
は
。

総
務
課
長　
自
治
体
と
し

て
は
全
国
で
初
め
て
の
取

り
組
み
で
あ
る
。
窯
業
は

二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
て

い
る
、
他
方
で
は
森
林
で

削
減
も
行
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
を
検
証
・
数
値
化
す

▽
２
年
間
を
振
り
返
っ
て

議
員　
町
民
よ
り
町
長
は

何
を
し
た
の
か
、
何
を
し

た
い
の
か
分
か
ら
な
い
と

の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
地
場
産
業
の

振
興
に
つ
い
て
は
。

町
長　
窯
業
に
つ
い
て
価

格
高
騰
支
援
金
・
後
継
者

育
成
事
業
（
生
地
・
型
）・

未
来
に
つ
な
ぐ
有
田
焼
事

る
な
ど
長
期
的
に
有
田
町

の
価
値
向
上
を
目
指
す
。

議
員　
国
際
基
準
で
は
企

業
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
取
り
組

ん
で
い
る
か
評
価
さ
れ

る
。
町
は
Ｅ
Ｓ
Ｇ
経
営
で

投
資
を
呼
び
込
む
こ
と
が

目
標
か
。

町
長　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標

が
２
０
３
０
年
で
あ
る
。

Ｅ
Ｓ
Ｇ
は
未
来
に
向
か
っ

て
取
り
組
む
も
の
だ
。
町

で
取
り
組
む
こ
と
で
窯

業
・
農
業
の
国
内
・
海
外

戦
略
で
評
価
さ
れ
る
。

た
。
県
と
有
田
町
で
ア
リ

タ
セ
ラ
に
て
ク
リ
ス
マ
ス

イ
ベ
ン
ト
。
３
月
に
は
福

岡
で
食
と
器
に
よ
る
観
光

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行

う
。

議
員　
子
育
て
支
援
に
つ

い
て
は
。

町
長　
障
害
を
持
つ
児
童

保
護
者
の
支
援
と
し
て
、

保
育
所
等
へ
の
巡
回
専
門

員
派
遣
で
の
個
別
相
談
窓

口
が
で
き
た
。
孤
立
児
童

に
居
場
所
づ
く
り
や
食
事

の
提
供
が
で
き
た
。
入
学

時
応
援
金
を
創
設
し
た
。

議
員　
２
年
間
を
振
り
返

っ
て
何
点
と
自
己
評
価
さ

れ
る
か
。

町
長　
そ
う
で
す
ね
、
72

点
ぐ
ら
い
と
思
う
。

議
員　
残
り
２
年
で
成
し

遂
げ
た
い
施
策
は
。

町
長　
２
０
２
４
国
ス
ポ

を
成
功
に
導
く
こ
と
、
手

の
ひ
ら
役
場
Ｄ
Ｘ
化
、
観

光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
宿

泊
場
所
の
確
保
な
ど
、
こ

れ
ら
は
し
っ
か
り
や
っ
て

い
き
た
い
。

有田町の豊かな自然・歴史・伝統を守
りながらも常に挑戦し、ICT等の新技
術を活用した持続可能な循環型社会の
スマートタウンとして「整うまちづく
り」を推進します。町民の皆様の期待
に応えることが、私の使命であり、大
きな役割と強く感じております。
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答

一
般
質
問

町
政
を
徹
底
追
求
！

議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
る
議
員
の
一
般
質
問
の
文
責
は
各
議
員
に
あ
り
ま
す
。

議
員　
陶
芸
家
の
故
青
木

龍
山
氏
が
文
化
勲
章
を
受

章
さ
れ
た
こ
と
は
、
皆
さ

ん
ご
存
じ
か
と
思
う
が
、

文
化
勲
章
に
つ
い
て
詳
し

い
内
容
や
意
味
に
つ
い

て
、
改
め
て
説
明
を
求
め

る
。

商
工
観
光
課
長　
昭
和
12

年
に
制
定
さ
れ
た
文
化
勲

章
は
、
文
化
の
発
達
に
関

文化勲章受章者　青木龍山氏を町として顕彰を

展示館を龍山氏の作品と共に活用していきたい

へ
の
取
り
組
み
を
実
施
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

議
員　
ポ
イ
ン
ト
事
業
は

大
変
良
い
事
業
だ
と
思
う

が
、
健
診
よ
り
も
、
健
康

づ
く
り
の
た
め
の
運
動
に

ポ
イ
ン
ト
を
増
や
し
、
病

院
に
か
か
ら
な
い
体
づ
く

り
が
医
療
費
を
抑
制
す
る

た
め
に
も
必
要
な
こ
と
だ

と
思
う
。
ま
た
、
食
事
面

で
は
ベ
ジ
メ
ー
タ
を
フ
ル

に
活
用
し
て
、
健
康
寿
命

の
延
伸
、
医
療
費
の
抑
制

に
努
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

町
と
し
て
顕
彰
を

町
民
の
健
康
寿
命

を
延
ば
す
策
を

▲文化勲章受章時の青木龍山氐（右端）

▲ベジメータ

10
月
に
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
活
動
報
告
会
を
青
木

邸
で
開
催
し
た
。

議
員　
龍
山
氏
は
佐
賀
県

で
唯
一
の
文
化
勲
章
受
章

者
で
あ
る
。
他
に
は
幼
少

期
を
佐
賀
市
で
過
ご
し
た

岡
田
三
郎
助
氏
も
、
昭
和

12
年
に
第
一
回
目
の
文
化

勲
章
を
受
章
さ
れ
て
い

る
。
県
で
は
、
県
立
美
術

館
内
に
「
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ａ
‐

Ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
」
と
し
て
常
設

展
の
部
屋
を
設
け
、
岡
田

氏
の
画
業
を
顕
彰
し
て
い

る
。ま

た
、
陶
芸
家
と
し
て

初
め
て
文
化
勲
章
を
受
章

さ
れ
た
、
板
谷
波
山
氏
の

生
家
と
記
念
館
を
栃
木
県

筑
西
市
が
管
理
し
、
そ
の

功
績
を
顕
彰
し
て
い
る
。

有
田
町
と
し
て
龍
山
氏

の
陶
業
を
称
え
、
顕
彰
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

町
長　
寄
贈
し
て
い
た
だ

い
た
建
物
の
左
側
の
展
示

館
を
龍
山
氏
の
作
品
と
共

に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

梶
か じ

原
は ら

 貞
さ だ

則
の り

 議員

あ
り
、
青
木
龍
山
氏
は
平

成
17
年
、
79
才
の
時
に
佐

賀
県
で
初
め
て
の
文
化
勲

章
受
章
者
と
な
ら
れ
た
。

議
員　
平
成
28
年
３
月
に

青
木
邸
と
龍
山
氏
の
作
品

が
町
に
寄
贈
さ
れ
た
が
そ

の
活
用
方
法
は
。

商
工
観
光
課
長　
今
年
８

月
に
焱
の
博
記
念
堂
に
お

い
て
、
龍
山
氏
の
フ
ィ
ル

ム
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
、
龍
山
氏
の
作
品
も
一

緒
に
展
示
し
た
。
ま
た
、

議
員　
増
え
続
け
る
医
療

費
を
抑
制
す
る
た
め
に

も
、
日
頃
の
個
々
の
健
康

づ
く
り
が
大
切
で
あ
る
と

考
え
る
。
現
在
、
町
と
し

て
行
っ
て
い
る
健
康
づ
く

り
に
対
し
て
の
支
援
策

は
。

健
康
福
祉
課
長　
町
で
は

「
健
康
づ
く
り
介
護
予
防

ポ
イ
ン
ト
事
業
」
を
実
施

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
健

康
診
断
や
介
護
予
防
の
た

め
の
活
動
に
参
加
す
る
こ

し
て
顕
著
な
功

績
の
あ
っ
た
方

に
対
し
て
授
与

さ
れ
る
日
本
の

勲
章
の
一
つ
で

あ
る
。
文
化
の

日
に
宮
中
に
お

い
て
天
皇
陛
下

か
ら
直
接
授
与

さ
れ
、
令
和
５

年
度
ま
で
に
約

４
４
０
人
の
方

が
受
章
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
う

ち
陶
芸
家
の
受

賞
者
は
10
人
で

と
で
ポ
イ
ン
ト

を
貯
め
、
貯
ま

っ
た
ポ
イ
ン
ト

を
商
品
券
に
交

換
し
て
、
町
内

で
お
買
い
物
が

で
き
る
事
業
で

あ
る
。
ま
た
、

今
年
10
月
に
導

入
し
た
ベ
ジ
メ

ー
タ
を
活
用

し
、
野
菜
摂
取

量
の
見
え
る
化
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答

一
般
質
問

町
政
を
徹
底
追
求
！

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
政
に
つ
い
て
自
由
に
質
問
を
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
質
問
す
る
項
目
は
事
前
に
通
告
し
ま
す
。

時
間
内
で
あ
れ
ば
納
得
が
い
く
ま
で
何
度
も
質
問
で
き
る
「
一
問
一
答
方
式
」
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

議
員　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
に
よ
る
海
洋
汚
染
等
の

環
境
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
る
中
、
昨
年
４

月
に
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資

源
循
環
促
進
法
」
が
施
行

さ
れ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

削
減
と
、
リ
サ
イ
ク
ル
の

促
進
が
喫
緊
の
課
題
だ
。

３
Ｒ
の
Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー
ス

＝
廃
棄
物
の
発
生
抑
制
）、

（
リ
ユ
ー
ス
＝
製
品
の
再

利
用
）（
リ
サ
イ
ク
ル
＝

資
源
の
再
利
用
）に
加
え
、

Ｒ
ｅ
ｎ
ｅ
ｗ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ

（
リ
ニ
ュ
ー
ア
ブ
ル
＝
再

生
可
能
な
資
源
に
替
え

る
）
と
持
続
可
能
、
資
源

議
員　
ま
だ
食
べ
ら
れ
る

の
に
廃
棄
さ
れ
る
食
品

は
、年
間
６
１
２
万
ト
ン
。

事
業
者
が
55
％
を
占
め
、

残
り
の
45
％
が
家
庭
か
ら

の
廃
棄
。
飲
食
店
や
小
売

店
で
残
っ
た
食
品
を
消
費

者
へ
の
フ
ー
ド
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
は
。

子
育
て
支
援
課
長　
多
世

代
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
い

た
ん
」
で
は
、
残
り
の
食

材
を
活
用
し
て
惣
菜
販
売

の
取
り
組
み
を
し
て
い

る
。
食
品
ロ
ス
削
減
は
、

家
庭
・
事
業
者
へ
の
さ
ら

な
る
啓
発
が
必
要
。

議
員　
こ
ど
も
食
堂
・
子

「プラスチックごみゼロ」宣言を

大事なことなのでいろんな展開を考える

ど
も
宅
食
へ
の
取
り
組
み

は
。

子
育
て
支
援
課
長　
社
会

福
祉
協
議
会
や
企
業
で

は
、
家
庭
か
ら
の
寄
付
や

企
業
の
規
格
外
品
な
ど
を

基
に
フ
ー
ド
バ
ン
ク
を
実

施
し
、
こ
ど
も
食
堂
や
宅

食
に
活
用
し
て
、「
も
っ

た
い
な
い
」
を
「
あ
り
が

と
う
」へ
と
繋
げ
て
い
る
。

議
員　
地
域
の
人
や
業
者

が
食
品
を
提
供
す
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
フ
リ
ッ
ジ
（
公

共
冷
蔵
庫
）
の
活
用
は
。

子
育
て
支
援
課
長　
現
在
、

県
内
で
は
佐
賀
市
内
の
一

カ
所
で
行
わ
れ
て
い
る
。

皆
さ
ん
へ
情
報
提
供
し
て

い
く
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
ゼ
ロ
宣
言
を

食
品
ロ
ス
へ
の
更

な
る
取
り
組
み
を

▲プラごみリサイクル

▲「もったいない」「ありがとう」

り
、
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
大

量
の
ご
み
、
異
物
混
入
が

あ
る
。
こ
の
認
識
は
。

住
民
環
境
課
長　
飲
料
容

器
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り

組
む
事
業
者
に
と
っ
て

は
、
品
質
の
低
下
や
再
利

用
の
支
障
に
な
る
と
懸
念

し
て
い
る
。
異
物
混
入
の

防
止
対
策
も
必
要
で
あ

る
。

議
員　
異
物
が
混
入
し
に

く
い
「
新
機
能
リ
サ
イ
ク

ル
ボ
ッ
ク
ス
」
の
展
開
を

国
も
後
押
し
し
て
い
る
。

東
出
張
所
と
歴
史
と
文
化

の
森
公
園
に
設
置
し
て
あ

る
、
入
れ
口
が
下
向
き
の

も
の
で
あ
る
。
他
の
地
域

で
も
異
物
混
入
や
ゴ
ミ
の

散
乱
が
減
少
し
た
と
の
こ

と
。
官
民
共
同
の
「
新
回

収
モ
デ
ル
策
定
」
の
協
議

体
の
立
ち
上
げ
は
ど
う

か
。

住
民
環
境
課
長　
協
議
体

は
今
、
考
え
て
い
な
い
。

自
販
機
で
買
っ
た
飲
み
物

の
空
き
容
器
以
外
の
廃
棄

物
を
大
量
に
捨
て
る
こ
と

蒲
か も

原
は ら

多
た

三
み

男
お

議員

循
環
か
ら
、
サ
ー
キ
ュ
ラ

ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
（
循
環
経

済
）
へ
の
加
速
で
、
未
来

の
世
代
を
守
り
、
我
が
地

域
を
守
る
た
め
に
町
に
お

い
て
も
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
ゼ
ロ
宣
言
」
を
。

住
民
環
境
課
長　
海
洋
汚

染
を
は
じ
め
環
境
へ
の
影

響
が
深
刻
な
問
題
。
市
町

は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
資
源

循
環
の
促
進
に
必
要
な
措

置
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
近
隣
自
治
体
を
参

考
に
今
後
検
討
し
た
い
。

町
長　
大
事
だ
と
思
う
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
多

い
と
感
じ
る
。
ど
う
い
う

こ
と
が
で
き
る
か
検
討
し

た
い
。

議
員　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

回
収
率
・
リ
サ
イ
ク
ル
率

で
日
本
は
、
世
界
で
も
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
。
衣
類
・
土

木
建
築
資
材
・
食
品
用
ト

レ
イ
・
文
具
・
事
務
用
品

等
々
に
広
く
再
生
さ
れ
て

い
る
。
地
域
に
よ
る
差
は

あ
る
が
、
回
収
過
程
に
て

ご
み
の
混
入
の
問
題
が
あ

は
、
不
法
投
棄
に
な
る
可

能
性
も
あ
る
。
事
業
者
や

周
辺
住
民
へ
の
影
響
も
あ

る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
の

「
つ
く
る
責
任　
つ
か
う

責
任
」
と
し
て
、
意
識
啓

発
に
よ
り
、温
暖
化
防
止
、

環
境
保
全
に
努
め
る
。
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循
環
か
ら
、
サ
ー
キ
ュ
ラ

ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
（
循
環
経

済
）
へ
の
加
速
で
、
未
来

の
世
代
を
守
り
、
我
が
地

域
を
守
る
た
め
に
町
に
お

い
て
も
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
ゼ
ロ
宣
言
」
を
。

住
民
環
境
課
長　
海
洋
汚

染
を
は
じ
め
環
境
へ
の
影

響
が
深
刻
な
問
題
。
市
町

は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
資
源

循
環
の
促
進
に
必
要
な
措

置
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
近
隣
自
治
体
を
参

考
に
今
後
検
討
し
た
い
。

町
長　
大
事
だ
と
思
う
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
多

い
と
感
じ
る
。
ど
う
い
う

こ
と
が
で
き
る
か
検
討
し

た
い
。

議
員　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

回
収
率
・
リ
サ
イ
ク
ル
率

で
日
本
は
、
世
界
で
も
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
。
衣
類
・
土

木
建
築
資
材
・
食
品
用
ト

レ
イ
・
文
具
・
事
務
用
品

等
々
に
広
く
再
生
さ
れ
て

い
る
。
地
域
に
よ
る
差
は

あ
る
が
、
回
収
過
程
に
て

ご
み
の
混
入
の
問
題
が
あ

地場産業である益子焼は販売額、事業
者数、従業員数、陶土使用量は年々減少
している。
ピーク時95億円の販売高が昨年は19
億円となっている。
40才以下の若手陶芸家向けの家賃の
補助、設備賃借補助、設備の導入及び雇
用事業主に対する補助を創設した。

委員長　　手塚　英樹
副委員長　諸隈　洋介　委員　　岩尾　　匡
委員　　　樋渡　　徹　委員　　松尾　文則

◆産業建設常任委員会行政視察

茨城県石岡市・栃木県益子町茨城県石岡市・栃木県益子町

石岡市にはゆめファーム（JAやさと）
と朝日里山ファーム（石岡市）の就業支
援施設がある。1999年から有機栽培に
取り組んできた。東都生協が安定した販
売先である。これにより計画栽培と安定
収入ができる。移住者は現在100人を
超えている。

平成28年に開業。道の駅機能のほか、直
売所、レストラン、加工施設で構成している。
令和４年度第８期の売上は8.9億円であ
る。
また来場者は80万人で出荷登録者数211
人、農産物も地場でできない物は他地域から
仕入れて販売数量を見て地場栽培に切り替え
ている。

農業研修生の独立に向けた手厚い支援が結果
を残している。安定した販売先ができている
ことが、安心して移住できる条件である。
窯業産地はどこも同じ問題を抱えている。
若者に特化した支援は重要である。
道の駅ましこは交通量が多い所ではないが集
客力がある。売り場の品揃えを地場産にこだ
わらず、お客さん目線で考えられている。

朝日里山ファーム
場所：

益子町役場
場所：

道の駅ましこ
場所：

ま と め

産業建設常任委員会
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「西播磨成年後見支援センター」の取り
組み…昨今、成年後見制度の利用申立が増
加し、補助人、補佐人、後見人の担い手が
おらずに全国的に課題となっている。たつ
の市は早い段階から市民後見人の養成とい
う一般の市民が後見人を担える制度を開
始。

「文化庁・重要伝統的建造物群保存地区
への支援等」…生活文化を含めた伝統文化
等の継承・発展は喫緊の課題であり、効果
的にそれを実現するには子どもたちに対し
て早いうちから段階的に体験・修得する機
会を提供すること。文化や伝統芸能などと
いうと難しいイメージがついてしまうが、
興味や関心をもってもらえるような事業を
地道に一つひとつ行うことが重要だと感じ
た。

「単身高齢者万一あんしんサービス事業」
…身寄りのない低所得者の高齢者が増加
し、お亡くなりになった後の葬祭執行や残
置処分、高齢者ご自身の不安、あるいは家
主の不安は浮き彫りに。家主あるいは地域
の安心確保につなげていくことを目的とし
た事業であった。

核家族化や社会との希薄がささやかれる中で公的団体が窓
口として、誰もが安心できる地域づくりの一環だと感じた。
当町としても、一人暮らしの高齢者が増加傾向にあるため、
類似した課題は潜在化している可能性がある。京都市と同様、
官民一体となって環境整備していく必要性が高い。さらに情
報収集と研鑽を重ね、町の未来発展へつなげたい。

委員長	 藤　誠一郎
副委員長	 松永　俊和
委員	 浦川　和彦
委員	 福島日人士
委員	 梶原　貞則

兵庫県たつの市
場所：

文化庁場所：

兵庫県たつの市 ・ 文化庁 ・京都府京都市兵庫県たつの市 ・ 文化庁 ・京都府京都市
◆文教厚生常任委員会行政視察

ま と め

文教厚生常任委員会

京都府京都市
場所：
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◆総務常任委員会行政視察

総務常任委員会の初めての取り組みである
各省庁職員との意見交換。グローバルな地域
活動化、ふるさとワーキングホリデーの推進、
過疎地域の持続的発展に向けた取り組み。
また地方における特老や社協の厳しい運営
状況に対する財政支援策の要望等、多くの課
題を語り合えた大変有意義な１日であった。

栃木県日光市　世界遺産「日光の寺社」日
本人の誰もが知っている「日光東照宮」のあ
る観光地。（人口76,743人	令和５年10月）
こんなに有名なところなのに、何故まちをあ
げてのシティプロモーション活動なのか。今
の日光の“合言葉”「NEW	DAY,	NEW	LIGH	
T.	日光」…新しい日、新しい光。新しい日
光を指し示す言葉。しかしこの研修の答えは、
職員さんの発した言葉にあった「消費者」…
熱い思い。

研修最終日の朝。出発前に、日光市のシティプ
ロモート活動の形を探しに今市の街を歩いてみ
た。そこには、日本中の誰もが知っている二宮尊
徳翁が祭られた報徳二宮神社とお墓があった。遺
訓「人生まれて学ばざれば生まれざると同じ」「学
んで道を知らざれば学ばざると同じ」「知って行
うこと能はざれば知らざると同じ」

研修１日目は、こちらからの事前質問を基
に会議を進めたが、熱心な受け答えに、将来
この国を支えていくであろう若手官僚13人
の姿勢や眼差しに、感心しきりであった。
２日目の日光市では、担当の職員さんが会
議の中で、日光の来客数と言わず消費者と表
現。お役所の人らしからぬストレートな表現
に度肝を抜かれた。

衆議院会館第５会議室
場所：

委員長　中島　達郎　　副委員長　蒲原多三男
委員　　久保田　豊　　委員　　　原田　一宏
委員　　池田　榮次　　委員　　　今泉藤一郎

日光市議会会議室
場所：

日光市今市商店街の中に
場所：

衆議院第二議員会館・栃木県日光市衆議院第二議員会館・栃木県日光市

ま と め

総務常任委員会
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「
４
年
ぶ
り
の
開
催
」
を
冠
し
た
報

道
や
広
報
が
全
国
各
地
で
な
さ
れ
た
令

和
５
年
。
３
年
に
わ
た
る
コ
ロ
ナ
禍
で

の
自
粛
や
中
止
・
延
期
に
翻
弄
さ
れ
て

い
た
様
々
な
活
動
が
一
斉
に
息
吹
き
、

こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
自
己
実
現
や
活
躍

の
場
が
戻
り
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
面
を

問
わ
ず
希
代
の
快
挙
も
み
ら
れ
た
。

有
田
町
で
も
陶
器
市
の
復
活
に
始
ま

り
、
一
年
を
通
じ
て
各
所
の
催
事
に
賑

わ
い
が
戻
っ
た
。
人
が
集
う
地
域
の
く

ら
し
の
中
に
、
祭
り
や
伝
統
行
事
・
郷

土
食
な
ど
、先
人
の
恩
恵
を
受
け
継
ぎ
、

繋
ぐ
こ
と
の
意
義
を
年
齢
と
と
も
に
実

感
す
る
。

令
和
６
年
、
第
１
２
０
回
を
迎
え
る

有
田
陶
器
市
や
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
国

ス
ポ
・
全
障
ス
ポ
な
ど
の
開
催
で
、
多

く
の
人
た
ち
が
有
田
に
目
を
向
け
ら
れ

る
。ご
来
有
の
方
々
に
喜
ば
れ
る
よ
う
、

さ
ら
な
る
地
域
の
活
力
を
培
っ
て
お
き

た
い
。

匡

■議長交際費支出状況（令和５年10月～ 12月）
項目 件数 支出額（円） 備 考
会費 2 13,700	 行政懇談会費ほか１件
雑費 2 15,000	 東京有田会記念品代ほか１件
合計 4	 28,700

議
会
広
報
発
行
特
別
委
員

委
員
長 

諸
隈
　
洋
介

副
委
員
長 

樋
渡
　
　
徹

委
員 

浦
川
　
和
彦

委
員 

岩
尾
　
　
匡

委
員 

久
保
田
　
豊

委
員 

中
島
　
達
郎

発
行
／
有
田
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
発
行
特
別
委
員
会
　
〒
八
四
九
‐
四
一
九
二 

佐
賀
県
西
松
浦
郡
有
田
町
立
部
乙
二
二
〇
二
　
☎
〇
九
五
五
‐
四
六
‐
二
一
一
七
（
直
通
）　 

印
刷
／
山
口
印
刷
株
式
会
社

あ
と
が
き

町議会広報研修会において
議会広報クリニックを受診
議会活動に対する住民の関心と理解を深める
ことが求められている状況のなか、議会広報編
集委員を対象とした研修会がおこなわれた。毎
年、有田町議会は議会だよりを送付し、議会広
報クリニックを受けて講評とアドバイスを頂い
ている。全体としては概ね高評であるが、改善
点のアドバイスも頂いた。広く町民の方に読ん
でもらえる「議会だより」を発行するために創
意工夫も必要であり、継続する大切さを学んだ。

三重県朝日町議会から行政視察
今回の視察の研修事項は２項目で、まず「財

政改革の取り組みについて」財政課長より有田

▲令和５年11月20日（月）佐賀県市町会館大会議室

有田町議会
HPはこちら

▲令和５年11月７日（火）三重県朝日町議会より
議長以下13人が訪問（有田庁舎4.5会議室）

12月15日の本会議において委員会条例の改正（内容は委員の任期変更）の発議がなされ、議会
運営委員会で協議の結果、近日中に議会全員協議会及び臨時議会で協議することとなった。

町の財政状況を朝日町との比較表で説明し、歳
出削減の取り組みとして予算編成時における枠
配分方式の導入、有利な地方債の活用等につい
て説明した。次に、「自主財源確保（ふるさと
納税）の取り組みについて」総務課長より寄付
額やふるさと応援基金残高の推移を説明し、有
田町の寄付額増額に向けた取り組み、更に、企
業版ふるさと納税の取り組みの強化について説
明した。
朝日町議会からは、「財政状況を朝日町との
比較で説明を受けたのは初めてで、わかりやす
かった。」また、「ふるさと納税については、今
後、力を入れることとしており、具体的な話が
聞けて参考になった。」等の感想をいただいた。
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